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         From the Department of Urology, the Jikei University School of Medicine 
   This report deals with a case of rhabdomyosarcoma arising in the retrovesical space of a 
11 months old female infant. The tumor,  4.2  x4.0  x2.7  cm in size, 40 grams in weight, with 
marked adhesions to the surrounding tissue was removed surgically togather with regional 
lymphnodes. Histological diagnosis was rhabdomyosarcoma and metastases were seen in 
regional ymphnodes.  The postoperative course so far has been uneventful and the patient 
was discharged on 40 th postoperative day,  after irradiation therapy with 60Co. 
   The domestic literatures have been reviewed and 11 cases of retroperitoneal rhabdo-
myosarcoma have been tabulated (table 2).
緒 言
慈 大泌尿器科 教室 では最 近11ヵ月の幼 児に見
られた膀胱 後腔横紋筋 肉腫 の1例 を経験 したの
で報 告す る.な お若干の統 計的考 察を したの で
















































上皮(+),赤 血球(+),膿 球(朴),培 養で大腸
菌が多数.
PSP検査=15分目は採尿不能,30分値は15%.




































































後腹膜腫瘍 の定 義に関 しての楠6)の記載を引
用す る と,Lobsteinは,横隔膜か ら骨盤無名
線 に至 る間の腹膜下後腹壁に あ り,腹 膜外諸臓
器 と関係の ない腫瘍 で あ る と云 い,Narath
(1895)は,後腹膜下 に発生 した,腎,副 腎,
膵 及び女性性器 など と無関係 の腫瘍 で あると云
い,Witze1及びG6be11(1901)も殆 んど同様
の見解をのべ ている.最 近 ではDeWeerdand
Dockertz(1952)は,骨盤部に腫瘍が拡大 した
場 合に,骨 盤部 に も同様 の意義 を認 めてい ると
の事 である.本 症例 の如 く膀胱後腔 の ものは,
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解剖学的 には真の後腹膜腔 とは異 な り,Sub-
peritonealraum(Wirbatzls))であ るが,従 来
の交献 では多 くは後 腹膜 腫瘍中に包含 され てい
る ようであ り,著 者 等 も広義の後腹膜腫瘍 とし
て論ず ることとした.
尚,BoydやEnge1の 如 く,腎,副 腎,膵
及 びその他 の後腹膜臓器 か らの腫 瘍 も含 めて後
腹膜腫瘍 と している人 々 もあ るが,以 下 の著者
等 の統計 には それ らの ものは含 めない ことに し
た.又,腸 間膜腫瘍 も除外 した.
後腹膜横紋筋 肉腫 の発生頻 度を内外の文献 に
み ると,Stout12)(1946)の集 めた22例の横紋
筋 肉腫 の うちでは,後 腹膜腔 の ものは1例 であ
る.一 方,後 腹膜 腫瘍中 での横紋筋 腫の発生頻
度を見 る と,Table1の如 くで,報 告者 によ る
相違 が大 き く,一 定 した傾 向が見 られ ない.即
ち,PackandTabah8)(1954)の120例中,22
例(成 熟型15,胎児期型7),18.3%が 外国報




見 られ ない.最 も新 らしく現在 広 く引用 されて
いるScanlanio)(1959)の統計 は,上 記5者 の



































Scanlan* 1959 27 688 3.9






















本邦 での集計報告を見 ると,菅 原13)(1956)
の後腹膜腫瘍213例,安藤3)(1959)の334例,
次 で楠6)(1959)が安藤 の ものに17例追加 した,
計35ユ例中,'横紋筋芽腫がそれ ぞれ1例 報告 さ
れ ているが,こ のいずれ も報告 の集計 であ るか
ら,こ の1例 は同例であ ろ うと思 われ る.そ の
後,恒 川16}(1959),阿部2》(1959),高安ω(1961)
の各1例 つ つの報告 があ り,又,嶋 田11)(1960)
は剖検例 を主 とした後腹膜腫瘍26例中,7例,
26.9%に横紋筋 肉腫 を報告 してを り,こ れに我
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Table2.RetroperitonealRhabdomyosarcomaCasesreportedinJapan.
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らの中には精査に より横紋筋肉腫と診断 し得 る
もの も少 なか らず あ るのではないか と思われ,
573例中,11例,1.9%と云 う数字を,そ のまま
本邦 に於け る横紋筋 肉腫 の発現頻度 と断定す る
わけにわ いかない と思 う.
尚,著 者 等 の教室 では1958年よ り現在 に至 る
6年間に,本 症例 を含め11例の後腹膜腫瘍 を経
験 したが,そ の うちわけはTable3に 見る如
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く,神 経 芽細胞腫 が6例 で過半数を 占 め て を
り,他 は,神 経鞘腫,絨 毛癌,崎 形腫,乳 頭状
癌,横 紋筋 肉腫 の各1例 となつ てい る.
次に性別 の発生頻 度 を 見 る と,Packand
Tabahの22例では男8,女14で あ り,著 者 等
の集計 した11例(Table2)では,男4,女7
で,い ずれ も4:7の 同 じ比率 となつて いる.
年 令に関 しては,PackandTabahの22例
では,胎 児期型 の もの7例 の年 令分布 は5ヵ 月
か ら10才までで,そ の平均年令 は5才,成 熟型
の もの15例の年令分布 は16才か ら74才で,そ の
平均年令 は50.2才であ る.著 等 の集計 した11例
では,小 児3例 の年令分布 は11ヵ月 か ら7才
で,平 均年 令は4.6才,成人8例 の年令分布 は
ユ8才か ら76才で,そ の平均年令 は46.4才であつ
た.尚,著 者等 の症例 は本邦報告例 中では最年
少 の ものであ る.
発生部 位に関 しては,PackandTabahの
22例中,胎 児期型 の もの7例 では,右 中腹部
1,下 腹部左2,右2,下 腹部1,下 腹部骨 盤i
1例 となつてい るが,成 熟型15例の部位 の細 別
はない 本邦報告 の11例では,主 として上腹 部
の もの5型,う ち両側性 の もの2例 があ り,下
腹部1例,右 腸骨 窩部1例,骨 盤部2例,膀 胱
後腔2例 となつてい る.
尚,後 腹膜 横紋筋 肉腫 の臨床経過 に 関 し て
は,PackandTabahの22例で}ま,手術死亡
2例,原 腫瘍 に よる死亡15例,腫 瘍 を有 しなが
らの生存4例,腫 瘍が安金 に別除 されての生存
が1例 である.本 邦報告 の11例では,嶋 田の報
告 した7例 中,6例 は剖検例 で,そ の うち5例
には広範 な転移が認 め られ てお り,そ れ らは,
腹膜,肺,肝,脾,心,腎,副 腎,肋 骨,リ ン
パ腺 に及 んでいる.恒 川 の症例 は周 囲 との癒着
著明 のため別 出不能で,試 験切片 を切除 するに
止め たが,術 後10日目に全身衰弱のため死亡 し
てお り,阿 部 の症例は,後 胸壁及 び右胸腔内 に
も腫瘍転移が認め られ,全 経過1年 半 で 死 亡
し,死 後 の剖検 で後腹膜腔原発 なる事 が判 明 し
た ものであ り,い ずれ も予後は 悲観 的であ る.
ただ,高 安 の報告 した1例 は,成 人 の例であ る
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Photo,4.膀胱 造 影 側 位 像
Photo.5.注腸 造腸
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Photo.7.別出標 本 割 面
灘 騨難
難灘
Photo.9.リン パ腺 転 移 像
